



A Community Parenting Support Program by Students in Early Childcare
Practical Training School: A Report of the Activity 2011
幼児教育学科
澤 津 まり子
柴 川 敏 之
松 本 　 希
鎌 田 雅 史
Ｚ. 山 田 章 子
秋 山 真理子
笹 倉 千佳弘
田 中 　 誠




































































































































































































































































































0% 20% 40% 60% 80% 100%
34?
７?21?６?
40?10?４?
33?31?２?
10?２?
???
???
手遊び
交流広場 無回答、分別不能
パネルシアター リズム体操 オペレッタ
図２　一番よかったプログラム
思う
88％
わからない
1％
無回答
11％
図３　参加意思
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較検定を行ったところ、「人前で演技することが上手になった」の項目に関しては、第４回
目とくらべて出前やんちゃキッズ後の得点が１％の水準で有意に高くなっていた。３度の出
前やんちゃキッズの体験を経て、学生が公演に対する自信を身につけてきた様子がうかがえ
る。
図４　公演についての振り返り
（２）交流広場について
交流広場についての振り返りの得点を図５に示す。アンケートの平均得点の範囲は、最小
値3.54点（保護者・高齢者と積極的に交流できた（第２回））、最大値4.79点（自分も楽しく
参加できた（第１回））と、肯定的な評価がなされていた。また、１年生のみに注目した時、
多重比較検定による統計的差異は認められなかったが、ほとんどの項目で第４回よりも出前
やんちゃキッズ後のアンケートの得点の方が高い得点を示している。１年生が子ども達との
関わりの中で、自らの課題を模索し、成長していくことに対する、やんちゃキッズの意義が
認められる。
図５　交流広場についての振り返り
（３）やんちゃキッズに対する学生の全体的な評価
全体的満足度と公演及び交流広場の振り返り得点の相関値を求めた（表５）。「新たな課
題」に関する２項目以外の全ての項目と全体的満足度の間に正の有意な相関が示された。特
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に、「他人の立場や気持ちをくみ取れるようになった（r=.51）」「子どもについての理解が深
まった（r=.48）」「自分に自信が持てるようになった（r=.47）」「子どもと積極的に交流でき
た（r=.45）」「自分も楽しく参加できた（r=.45）」「積極的に活動できた（r=.44）」「保育に関
する技術が身についた（r=.43）」「意識して笑顔ができた（r=.42）」などの項目と比較的高い
正の相関関係が示された。これらの相関関係から、やんちゃキッズの活動において自分自身
の成長を感じることができた学生や、活動に積極的に参加できた学生は満足度が高い傾向が
あることが示された。
毎回の全体的満足度の点数を比較検討したところ、初めて１年生のみで実施した第４回目
のやんちゃキッズでは、第３回目にくらべて有意に低値を示した（Bonferroni.の多重比較
（p<.05）（図６）。しかし、出前やんちゃキッズ後のアンケートにおいては、有意に増加して
いる（Bonferroni.の多重比較（p<.05））。出前やんちゃキッズの活動を通し、少しずつ自信
をつけた１年生が、充実感を持ってやんちゃキッズを実施している様子が伺える。
（４）自由記述アンケートの感想
本年度のやんちゃキッズは、世代間交流がテーマである。初めての試みに、どのように行っ
ていくか戸惑っている様子も見受けられたが、回を重ねるごとに、学生達はそれぞれに課題
をみつけ、よりよい交流を行おうと励んでいることが自由記述アンケートから伺えた。ここ
では、出前やんちゃキッズ終了後の学生アンケートの中から抜粋して紹介する。
「高齢者の人と触れあうことができて、そこへ子どもたちも入ってきてくれてよかったと
思いました。子どもが笑ってくれたのが嬉しかったです」
「回数を増すごとに、良くなっているのが分かった。３回目は、保護者・子ども・お年寄
りの交流ができてとてもいい雰囲気だった。出張を通してGBAの存在がより多くの人に知っ
表５　全体的満足度と各項目の相関値
（ピアソンの積立相関）
公演１ 事前準備・練習がよくできた .30***
公演２ 保育に関する技術が身についた .43***
公演３ 人前で演技することが上手になった .36***
公演４ 意識して笑顔ができた .42***
公演５ 積極的に活動できた .44***
公演６ みんなと協力することができた .38***
公演７ 臨機応変に行動することができた .37***
公演８ 自分自身で創意工夫した .21***
公演９ 自分の役割がきちんと果たせた .34***
公演10 新たな課題が見つかった .03
交流広場１ 子どもと積極的に交流できた .45***
交流広場２ 保護者・高齢者と積極的に交流できた .30***
交流広場３ 遊びのレパートリーが増えた .30***
交流広場４ 自分も楽しく参加できた .45***
交流広場５ 自分に自信が持てるようになった .47***
交流広場６ 他人の立場や気持ちをくみ取れるようになった .51***
交流広場７ 子どもについての理解が深まった .48***
交流広場８ 子育て支援への理解が深まった .37***
交流広場９ 新たなる課題が見つかった .06
p***＜.001
図６　全体的満足度の得点の推移
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てもらえて良かったと思う」
「おじいちゃんやおばあちゃんに来ていただき、あやとりのやり方を教えてもらえてよ
かった。和気公演では、小さい子ともたくさん関われてよかった」
学生は、高齢者の方々や、就学前の子ども達、またその保護者と関わる中で、主体的に世
代を越えたコミュニケーションの大切さを学んでいる。今後も、世代間交流を推進していく
ことに意義があると考える。
おわりに
以上、2011年度の活動を報告してきたが、それらを活動の目標に従って、次のように総括
した。
１　学生マネージャーの役割強化
幼児教育学科は男女共学となって２年目であるが、今年度は男子学生によるマネージャー
の強化を図る予定であった。しかし、男子学生が１学年２〜３名と少人数であり、役割強化
は難航を余儀なくされている。そこで各グループから大道具係・音響係を募集し、さらにそ
の中で学生自身が役割分担をし、学生マネージャーとして活動できるよう体制を整えつつあ
る段階である。
写真１．やんちゃキッズの幟
写真３．本学の公演；オペレッタでの楽器演奏
写真２．本学の公演；リズム体操
写真４．出前の公演；
交流広場での高齢者との活動
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２　倉庫の整理整頓
物品整理のためにスタッキング可能なコンテナを購入し、保管方法について検討及び見直
しを行った。コンテナに品目シールを貼ることによって物品の保管場所及び片づけ場所が一
目瞭然となった。年々物品が増えており、大道具等の保管及び収納の工夫、さらなる効率化
とシステム作りの検討が急務である。
学生が保育の環境構成のモデルとして認識し、常に整理整頓を心掛けるよう指導が必要で
ある。
３　OGによる協力支援体制
昨年度の最終回、１年間の振り返りにおいて、卒業後OGとしての協力支援を依頼した。
第１回目の４月には新卒OG５名の参加があったが、その後継続されることはなかった。新
卒のOGはまだ余裕がないため、卒業後３年以上のOGに呼びかけているが、まだ成果は現れ
ていない。継続して呼びかけていく必要がある。
４　５年間の総括として、現状のスタイルを維持しつつ、学生の自立性を強化する方法
１）真のリーダーシップを発揮できる学生リーダーの育成
リーダーの選出については、現在１・２年生とも公演グループ別に互選された中からリー
ダー１名、サブリーダー２名の集団体制をとっている。できるだけ多くの学生にリーダーの
役割を経験する機会が得られるように、２年次でリーダーを交代している。強いリーダーシッ
プを発揮する学生が出現しても、短大の修学期間が２年という特質を考えれば、毎年リーダー
が交代することに替わりはない。また、強いリーダーが学生全体の自立性を強化することに
も繋がらない。むしろ、リーダー任せになる可能性が高い。そう考えると現在のリーダー選
出方法は、よい方法ではないかと思う。
その上で、学生の自立性を強化する方法は、本活動の意義及び必要性を学生が集う場で頻
繁に伝え、それを共通理解として認識し、公演グループ単位もしくは個人単位でそれぞれが
主体的に意義に沿った目標を持ち、それを達成できるよう援助が必要であると考える。
２）マニュアル化の徹底
運営面では、受付、会場設定、会場案内の役割をローテーションで分担するようにした。
音響係はマネージャーの他、各グループにも複数の音響係をおき、共通理解のもとに使用す
るようにした。物品購入の方法についても全員に説明し、マニュアル化した。
３）電子掲示板による情報の共有化及び蓄積など
今年度のやんちゃキッズの主な告知方法は、市内幼稚園・保育園等へのポスターの郵送と
就実短期大学ホームページへの記事の掲載であった。ホームページには、各公演前に公演開
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催のお知らせの記事を掲載し、各公演後には当日の公演の模様と次回開催日を掲載した。ホー
ムページの記事を見てやんちゃキッズに参加する親子も増えつつある。また特筆すべき点は、
今年度の１年生の約半数以上が本活動に参加しているが、受験前にホームページでやんちゃ
キッズの存在を知り、入学後に参加することを決めていた学生が多かったことである。将来
のやんちゃキッズを担う受験生にもアプローチができてい
る点でも一層のインターネットを介した情報の発信が必要
であると考えている。今年度は、電子掲示板の作成まで至
らなかった。
５　その他　活動の視覚化
イメージカラーを黄緑色に統一し、やんちゃキッズのロ
ゴマークを作成した。これらを元にポスターやチラシをデ
ザインした。幟も同じイメージで作成し、外から見た時の
目印としての役割と、高揚感を演出するビジュアル効果を
ねらった。
６　今後の課題
１）学生間のグループ編成
GBAの組織編成に関しては、学生間のグループ編成人数にばらつきが生じ、プログラム
に影響を及ぼしかねない事態になっている。これまでの固定観念にとらわれず、柔軟な発想
による再編成も必要である。
２）プログラムの改善
今年度は世代間交流を目的とし、高齢者の方に参加していただいた。主に交流広場の伝承
遊びのコーナーで活躍していただいたが、前半の特に子ども向けのリズム体操では、傍観す
るに留まっておられた方が多かった。今後は、高齢者が前半から参加できるようなプログラ
ムの構築が望まれる。そのことにより本活動が継続した世代間交流の場になるものと考える。
また、内容についても、原作を変えるのはどこまで許されるか、死にかかわる話をどう扱
うか、著作権への対応などが課題として出てきた。これから学生と共に基本に戻ってじっく
りと考えていきたい。
３）増加する参加者への対応と安全確保
表１に示している通り、参加者が増加傾向にある。限られたスペースを利用して本活動を
実施しているため、参加者が増えると１人辺りのスペースは狭くなる。交流広場内の動的な
遊びの場では、フラフープやボールなどは場所を取るだけでなく、空間認知が確立されてい
図７　ポスター（B3サイズ）
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ない子どもには事故の危険も伴うため、参加人数に合わせて遊ぶ用具を工夫することが必要
である。また死角を作らないような学生の配置、実際に事故が起きた場合の対処方法を確立
させておく必要がある。
併せて、会場入口付近の交通指導、駐車場への誘導等、交通安全対策の徹底も急務である。
４）インターネットを介した本活動の情報発信
インターネットを介した情報の発信は十分でない。やんちゃキッズや子育て支援の情報を
発信できる環境を整え、参加者が情報交換できるような場の提供を構築したい。
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